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蛙の後索中の長上行性繊維群に就いて

特にその終末部位と知覚性脳神経終末

部位及び脳幹血管蓮動中枢

との関係に就いて

金沢大学医学部久留外科教室（指導 久留勝教授）

武  藤  邦  雄
   Kmiio Takcl‘，

（昭和26年9月12日受附）

緒

 人間に於いて下部脊髄（殊に仙髄）と延髄の

聞を連絡する極めて掻力な織維群：の右在する事

は久留i教授（1940）粉によって始めて明確にさ

れた所であOeて，敏授はこの野畑維群va仙髄延

髄路の名称を附せられた．教室に於けるその後

の研究により，Uれと同様の経路の存在は猿，

猫，犬等哺乳動物に於いて証明せらるしに至

ったが，更に小中19）は下等脊椎動物の9種類に

亘って実験を行ひ，両棲類（Amphibia）無尾目

（Anura）で顯舌類（Phanero910ssa）に属する，う

し・がえる（Rana catesbiana Shaw），ひきがえる

（Bufo vu】garis jaPonicus Schlegel），とのさまが

える（Rana nigromacu】ata H allowell）等に於い

て，脊髄後索中を上行して：，下部脊髄と延髄の

孤束周辺とを連絡する織維群を証明し得た．そ

してtの種の織維群は後索核，内側係蹄を欠除

するtの種下等動物では，哺乳類で後索の大部

分を構成する延髄覗床路の一次経路と同一即す

言

べきではなく，種：属保存能に関聯する最：も原始

的な諸感覚の求心性経路の一部をなすものであ

らうとの推定を与へた．吾々は一方に於V・て，

との挙隅星群が下部脊髄の何れの部より起始す

るかを決定し，次にこれと三叉，顔面，前庭，

迷走祠軽等諸知覚14脳祠1経根の脳幹内走行との

関聯を槍索し，更にこの種織維群の絡末部の有

する生理的機構の一端を覗がうとして，次の3

種類の実験を行った．実験材料としては総て柴

山潟から捕獲iせられた新鮮な成熟うしがえる

（100gr乃至400gr）を用ひ，実験は1950年4月中

旬より同年12月中旬までの間に行つだ．言ふ迄

もなく，成熟蛙では脊髄後根は10対ある．慣例

に從って最：吻側のものを第2対と称し，以下順

を追って最尾側の第11対に到る．本來の第1対

はおたまじゃくしには存在するが，変態の聞に

浩失するのである．

第

上述の織維群は後索を上行するものであるか

ら，恐らくは脊髄紳経節内に起始細胞を有し，

1 章

後根を経て脊髄内へ入るものであらうとの推定

の下に，脊椎管内で後根を各個に切断する実験

［ 41 ］
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を行った．実験方法としては，先づ動物を磁位

に固定し，背部で種：々の髄節に相当して約2cm

の皮溝切開をなし，筋暦を左右に分ちつN，可

及的小範囲に椎弓を切除し，夫々の後根を確実

に目撃之を切断した．tの町筋暦，椎聞静脈等

よりの下血の少い様に特に注意を払ひ，操作は

総て可及的無菌的に行ふ様に努めた．術後7日

乃至IO日生存せしめた後，25％ウレタン水溶液

過剰麻醇にて殺し，人工的Mdrchi穎粒の出現

を防止する爲，椎弓及び頭蓋骨の一部を除去し

たまN，約一霜夜M｛｝Iler畠中に浸し，しかる

後中枢祠i経系を全体として取り出し，之をその

まx更にM（iller血中に約4日以内固定し，次

いで叉分割する事なく（，smium－Miiller混合液

に約2週間以内浸漬し，型の如く水洗脱水，

Cel’eidiユ包埋を経て，脳幹より下部脊髄迄を50

／Ctの厚さのMしrchi蓮続切片となした・実駒は

第11後根切断2例．第10後根切断2例，第9後

根切断2例，第7後根切断2例，計8例のうし

がえるに行ったが，今各後根切断実験につき1

例づXの所見を記載する．

 （1）第10脊髄節後根切断例

 蛙9号． δ， 200gr・ 1950年7月12H， 右第10後根

切断37月21日殺．標本所見．第11脊髄節では後索の

最難境部に点状の変性頬粒を認める．前索，側索，灰白

質には変性頼粒を認めない．第10脊髄節では右後根に

相当して太い変性穎粒を詔める．右後索には禰漫性に

変性穎粒あり，主として中等径のもの多く，太径及び

細径のものも混在する，左後根にも散在して変性二二

を認め，又後索にも右に比して遙かに少いが変性願粒

を証明する．これは恐らく手術時の牽引によるものと

考へられる，側索では左右共に後根進入部の直腹側に

極めて少い細径変性穎粒の集団を認め，前索にも極く

少数の変性頼靴を認める．灰白質には変性穎粒を証明

しない．（第1図）第9脊髄節，右後索には禰漫性に変

性頼粒を認め，頼粒の性朕は前記髄節のものと略e同

様である．左後索にも右に比して少なく変性単粒を詔

める，後根，前根には変性顧粒を認めない．前索には

極めて散在性に少数の変性穎粒を認め，側索にも第10

脊髄節同檬の部位に少数の変口争粒が存在する，茨白

質には殆んど変性穎粒を証明しない．第8脊髄節で

は，右後索には前記同檬島西性に変性穎粒を認めるが，

その一部は後輪申継に向ひ密集してみるかの感を与へ

る．左後索にも右に比して少ない乍ら灘漫挫に変性穎

粒あり，側索では後根進入部の直腹側に密集して極め

て少数の変性穎粒を認め，前索にも極めて散在惟に変

性顯粒が見られる．第7脊髄節に於いては，変性穎粒

は両後索共融建碑に詔められるが」左は右に比し僅か

ばかり少数である．この変性穎粒の一部は後産中隔に

沿ひ後角基部近く迄進入してみる．側索，前索の所見

は前記髄節と略it同である，第6脊髄節では，後索の

変性顧粒は概ね後索の内方約2分の1領域に集合し，

殊に後進申隔附近に著明な集りを見せてみる．側索に

は変性顯粒は最早存在しないが、前索では極く散在性

にこれを認める．第5脊髄節では，右後索の変性穎粒

は後軍中隔に向ひ極めて密集し，頂点を後章中隔内側

部に置く略e模状を呈してみる．左後索では右のそれ

に比し僅かばかり少数ではあるが，これと略ヒ同市の

集りを認める，爾余の後索領域にも散在性に変性願粒

がある．第4脊髄節に於いては，変性頼粒は後正中隔

の両側にeq it底辺を後方に向けた二等辺≡角形の状を

呈し，叉後索の側方領域にも少数の変性穎粒を見る．

第3脊髄節．脊髄自体は可成大きくなってみる，前記

変性穎粒の集団は後正中隔の両側に密集して，美麗な

＝：等辺三角形の状を呈し，その前方は後角基部近くに

達し，後方は脊髄軟膜の直下に迄至ってみる．側索，

荻白質には変性頬粒は見られず，前索には極めて少数

の散在せる穎粒を見るに過ぎない．第2脊髄節では，

脊髄も相当大きく，中心管も太くなってみる，変性穎

粒は前記同様後正中隔の両側に於いて二等辺三角形を

なしてみる．更に吻側に行き，麺i髄の尾側約3分の1

あたりでは第4脳室基底灰白質の背側領域に円形によ

く発達した孤束を認める事が出診る，叉三叉紳経脊髄

根が茨白質の側方領域に可成著明に認められる．前記

後索中を上行して來た変樵穎粒の集団は，三叉心経脊

髄根の背側で，基庭茨白質の外縁の外側に密集して認

められる，即ち孤束の背外側にあたる．この変性穎粒

の集団は，上行するに從ひ孤東と共に漸i欠外側に移行

し（第2図），舌咽、迷走顧経の共通根が延髄に入る高

さに於いて，孤束の背外側に密着し，恰も孤東の一部で

あるかの如き感を与へ，更に吻側では漸次その範囲を

縮小し，顔面紳経根の延髄に入る部より吻側では最早

これを証明する事が出來ない。

 （2）第11脊髄節後根切断例

［ oa ］
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 蛙10号．♀，1509． r・1950年10月22日，右第11後根

切断．同年10月31日殺，標本所見．第11脊髄節．第11

後根は極めて細いが，右側の同後根に相当して密集せ

る変桂顯粒を証明し，右後索には灘漫性に変針預粒を

認める．同じ番号の左側後根にも僅かの変性願粒があ

軌左後索に於いても，若干の変性顧粒が詔められ

る．側索，前索，茨白質には殆んど変憐顧粒を認めな

い．第10脊髄節では後索内変雨冷粒は比較的散在性に

認められる．錘9脊髄節でも後索の変性頼粒は両側共

散在性に認められるが，左側は右側に比し遙かに少な

い．第8脊髄節．変性顧命は極く散在性に右後索に認

められる．左鯛後索にも若干見られる．第7脊髄節．

変性穎粒は極めて少なく且散在性にある．第6脊髄節

では，後索内変性顕粒は非常に少なくなり散在牲に認

められるに過ぎない，第5脊髄節，右後索の変性顯粒

は極めて少ないが，後正中隔寄りに詔められ，左側に

於いては，更に少ない乍ら右側と略ミ同様の二二に認

められる．第4脊髄節，：変性願粒は依然として少な

く，後回申隔寄りに散在する．第3脊髄節．変惟頒粒

は前記髄節と略ζ同襟の集を見せ極めて少数である，

第2脊髄節．変性穎粒は後索内側領域殊に後下中隔寄

りに認められるのみで，爾余の領域には証明出來な

い．延髄尾側約3分の1の高さでは，孤束の背外側領

野に少数の変性穎粒が下められ，それより吻側に行

き，舌咽，迷走神経根進入部の辺でも孤束の背外側に

密着して極めて少数の三二二二を認め得る．然し乍ら

更に数切片吻側から1変性二半餌よ漸i欠証明し難iくなり，

顔面二三根回入部の高さでは最早認められない．

 （3）第9脊髄節後根切断例

 蛙11号δ，200gr・1950年10月24日，言意9後根切

断．同年11月2日殺．標本所見，第11脊髄節では左後

索の側方領域に僅かに散在する中等径の変性顧粒を詔

める．側索，前索，灰自質には殆んど変性顕粒を認め

ない．第10脊髄節では，両側の後索に於いて，後根進

入部の附近に散在挫の変性穎粒を認めるが，左側は右

側に比し僅かに多い．第9脊髄節では，左後根に相当

して可成太い変性穎粒の密集するのを詔め，左後索に

も極く散在性に変性穎粒を証明する，側索，前索，灰

白質には何等変性穎粒を証明出來ない．第8脊髄節に

於いては，後索内の変性穎粒は極めて散在惟であり，

中等径及び細径のものから成ってみる．この変憐穎粒

は吻側に行くに從ひ急速にその数を減じ，第6乃至第

5脊髄節より吻側では殆んど証明出來ない．

 （4）第7脊髄節後根切断例

 蛙12号，♀，18egr・1950年10月24日，左下7後根

切断．同年11月2目殺．標本所見．第11，10，9，脊髄

節には何等変性穎粒を訂三下來ない．第8脊髄節に於

いて1ち後索に極めて少数の散在性の変性細粒を認め

る．前索では醗正中隔の両側に点在する変性引回を証

明する．働索，荻白質には変性顧粒は証明出心ない．

第7脊髄節では，左後根に相当して太い変性穎粒の密

集を見る，左後索でけ辺縁寄りに変織穎粒を見る，太

径のもの多く，喜吉径，細径のものも混在する．右後

索には殆んど変惜畑地を証明出由ない．前索には点在

性に変樟頸粒を見る．叉側索では左側に於いて申央部

の辺縁に太径の変性頼粒を若千証明する．右側索及び

茨自質には変性穎粒は殆んどない．第6脊髄節では俺

後索及び前索に極めて少数の変性穎粒を認めるが，そ

れらはこれより吻側では潮次不明瞭となり，第3乃比

良2脊髄節では最早証明出店なくなる．

 以上の実験によ1），嚢に小中旧りが証明し得た，

この種動物の下部脊髄から起り，後索を上行し

て延髄に終末する長い繊維群は，実は第10脊髄

節後根に由嘱するものが大＝部分を占め，之に極

く少数の第11脊髄節後根山；來のものが加ってみ

る事が明らかとなった．闇闇第10，11後根の末

楕性繊維はPlexus ischiocoCcygeufを形成して

直腸，膀胱，生殖器，総排泄二等骨盤内臓に分

布してみる事が知られてみる（GauPP）11）・

第

 上述の如く蛙に於いて：は，主として第10脊髄

節後根より入る強力な織素心が，脊髄後索中を

上行し，孤束と密接な位置的関係を示しつN，

略it顔面祠1経筆癖入部の高さ迄の領域に終末し

て仕舞ふ事が明らかとなった．この種織維群と

2 章

山窟白駒根に由嘉する種々の知覚性織維の延髄

内絡末との聞の位置的関係を知る爲に，次の実

験群を行った．最初先づ頭蓋内で脳幹に近く各

個質置根の切断を試みたが，延髄周囲からの出

血，殊にTela chorioideaよりの出血に悩まされ

［ 43 ］
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る事多く，叉副損傷の爲の変性挙動により個々

の神経根の走行を追跡する事が困難な場合が多

かったので，後には解剖学的関係を精査しなが

ら域るべく頭蓋外で手術を行ひ，頭蓋内で手術

する場合は延髄より或程度離れた部位で手術す

る檬に努めた．実駒は三叉，顔面両紳経障碍5

例，前庭榊経障碍9例，二二，迷走紳経障碍4

例，計18匹のうしがえるに就いて行った．今こ

玉では各脳紳経根障碍の1例づ玉に就いて：記載

する．染色に関する注意は第1章に記載した漸

を守った．

 （1）三叉祠1経根及び顔面示申経根障碍例

 この両神経は頭蓋腔より出る直前で，略ζ眼窩と聴

迷路部の中間に於いて，主としてこの両者の示申経細胞

よりなる著明な共同の紳経節（Ganglion pr・oticum

commune）を形成してみるので，両者を軍独に障碍す

る事は極めて難しい．実験は專らロ腔内よ軌これら

聯経の進入部を目標として針尖を通し，Ganglion

proo＋icum cOmmuneに障碍を加える方法を用ひた．

 蛙28号，6，280gr．1950年7月12日障碍． 同年7

月21日殺．

 標本所見．三叉轟経根進入部の高さ．右側の三叉神

経根の大部に相当して変性頼粒の密集してみるのが見

られる．（第3図）左側ではこの変性は証明出町ない．

顔面紳経根進入部の高さ．右剛の顛面神経根に相当し

て変性穎粒を認め，そのものは極めて小さい集団をな

しつ1・．右側孤束の申へ及んでみるのが見られる．一方

この側の孤束の腹外側に位置して，大きく密集した三

叉神経脊髄根の変惟曲節を証明する．これより漸次尾

側の切片になるに随ひ，孤束は少しづSその大きさを

増すが．その内部には依然変性頼粒が認められ，：又そ

の腹外方に大きく三叉神経脊髄畑中の変性穎粒集団が

見られる、迷走紳経根進入部より尾側（第4図）では

孤東内の変性穎粒の数は漸i欠滅少し，延髄の下端では

遽に証明出來なくなるが，三叉沸経脊髄根内の変性穎

粒群は依然認められ．然も東今の直外側から漸次腹内

側に転じ，更に延髄下部では再び孤束の四方に位置し

穿り，第3脊髄節では，後索内で後根進入部の直背側

に密集して認められる．この種変性穎はこれより尾翼

でも伺散在性にこれを追跡する事が出來，その尾側端

は第7乃至第8脊髄節のあたり迄達する．

 （2）前庭紳経根障碍例

 延髄から離れた位置で，前庭神経を破壊する爲，

Ewald 13）の記載した内耳破壊を行った，即ち口腔内

で，耳管開口部の僅か後方で粘膜を切開し，白く見え

る内耳部を錘及び骨鉗子で破弊し，且内容を鏡匙で掻

回した．この手術の後動物は破竣側の頭部を傾斜し，

所謂強迫姿勢をとるのを確認した．手術後6日乃至15

日生存せしめた殴殺した．

 蛙23号．6，280gr．1950年10月29日，右内耳破竣，

同年11月5日殺．

 標本所見．前陣瀞経根進入部の高さの四周では，右

前庭神経根に椙当して太い変性穎粍が認められる（第

5図）・尾側，迷走翠玉根進入部の高さでは，孤東の背

側領域に比較的太径の変性砂粒の点在を見る．延髄の

尾側3分の1の高さでは，華東の背側領域外縁寄りを

占めて変性頬粒が見られる（第6図）・この変性穎粒は

第2脊髄節では，後索内で右後角内縁寄りに認められ，

更に尾側の第5乃至第6脊髄節あたり迄これを追跡す

る事が出掌る．

 （3）迷走紳経根障碍例

 蛙に於いては，舌咽，副両町経は迷走神経と共通の

紳経根をなして延髄に入り，三者を総括して迷走神経

群として取扱ふのが慣習である （Ariens Kappers1》，

Ilempelmann t2）， Marshall 2i），森鋤）．先づ2例に於

いて延髄内で迷走轡型を切断する実験を行ったが，両

例とも孤束を中心とするその周辺領域に延髄自体の損

傷に件ふ広汎な変性穎粒を現はし，迷走紳経損傷自体

の現はす変化を明確に追跡し得なかった．次に2例に

於いて頭蓋外で迷走神経の扱去を試みたが，この場合

は叉反対に延髄内に充分な変性を現はし得なかった．

これら実瞼と併行して，第3章に述べるが如き血管運

動申枢の実験の一部として，脳幹内の腫々の部位を刺

戟電極で刺戟記録し，反応のあった部を0・1mAのtTS

流通電により破陣し，続発する変性をMarchi法で追

及してみたが，たまたまその1例に於いて迷走神経根

に適中して障碍が加えられ，この紳経の軍部障碍の現

はす変性を極めて美麗な標本として追跡する事が出來

たので，今この例につき記載する．

 蛙15」号．6，24egr・1950年7月11目障碍，1司年7

月20日殺．

 標本所見，延髄前庭紳経根進入部の高さでは孤東に

変性四面を認め得ない．迷走紳経根進入部の高さでは

迷走神経根に一一致して密集した変性穎割が見られ，そ

れは孤束の中の変性願粒に連続するのを認める．（第
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7図），莚臆尾側3分の1の高さでは，変性穎粒は依

然孤東の集束の大部分を占めつS密集して見られる．

（第8図）．更に尾側に行くに從ひ，変性穎粒は漸次減

少し，第2脊髄節の辺で，孤束自体の浦失すると共に

証明出來なくなる．

 以上の実験によって，第1章に述べた主とし

て第10脊髄節後根に由來し，後索の正中部を上

行して延髄に終る織維群は，孤束と極めて密接

な関係を有してみるが，独特のものであって，

tの織維群により占められる領域は上記諸脳紳

経のいつれによっても吉められてるな》・事を確

認し得た．叉脊髄内走行に関しては，三叉，前

庭両紳経の脊髄根繊維は，いつれも第10脊髄節

後根よりの上行織陛下よりも，外側に位する事

を明らかとなし得た．（第9図）

第

 上述の如く，骨盤内臓に直接末梢性繊維を逡

ってみる事の確実な，第10，11脊髄紳経節の淋

島細胞より出る中枢性織維が，頭部，胸部及び

腹部の諸臓器に直接知覚繊維を逡ってみる事の

確実な，三叉，顔面，舌咽，迷走の諸脳祠軽の

語末部位と極めて近い位置的関係を持ってるる

事実は，とれら両系の織維系統が内臓諸臓器に

共通した生理的要約の爲に働いてみる事を推定

せしめるものである．吾々はこれら絡末部位の

有する生理的機構の一端を覗がう爲に次の実験

を行った．

 実直には総てうしがえる150gr以上のものを

用ひ，麻醇としては25％ウレタン溶液0．5～1cc

／50grの割で皮下淋巴嚢内へ注射した．動物は

磁位に固定し，出血に注意しつN，後頭骨の一

：部を除去し，延髄を露出した．而して後述の細

い輩出電極を以て延髄の種々の部を種：々の深さ

で盲目的に穿刺し，後述の電気刺戟を与へつ

N，血圧の：変動を股動脈に連結した水銀マノメ

P・ターにより，煤紙上に描記せしめた．実駝開

始時10mmHg以下の血圧を示す場合は，概し

て充分な反応を襯察し得なかったので実験より

除外した．刺戟装置及び条件は，山本E9）が猫の

血圧実験に用ひたものと同じである．即ち，刺

戟電極としては直径0．08mmの輩極電極を用

ぴ，非刺戟側は口腔内へ挿入した．刺戟にはサ

3 章

イラトロン制御による電気容量0．1μFの蓄電器

の放電電流を用ぴ，波高電圧は約0．3ボルト，毎

秒約30回の刺戟頻度を以て標準とし，刺戟効果

を可及的限局せしめる爲，陰極側を刺戟電極に

挿入した．血圧に変動を認めた時は，ひきつNS

いてその部を0．1mAの平流を以て2～3秒通

電して破溢し，実験絡了後直ちに取り出した動

物の脳幹を，Weigert Pa】髄鞘染色古語切片と

なし，直流通電による破壌部を探索確認し，之

を先に記録せる血圧反応の記録と綿密に比較槍

歯した．今明確な成績を得た30例76点の血圧反

応部位（血圧上昇54点，血圧下降22点）に就き，

その結果を要約するに，ヒの種：の極めて弱い刺

戟で血圧上昇及び下降を以て反応する脳幹の部

位は，最も多数に孤束の周辺，換言すれば第10

脊髄節より上行する織将士の絡末部位に密接し

て証明し得る：事を確認出血た（第10図）．而も大

体に於いて血圧上・昇を以て反応する部位は，孤

束の上牛の範囲に証明される：事が多く（第11

図），下降を以て反応する所は孤束の下牛の範

囲に証明される事が多い（第12図）．

 以上の結果から第10，11脊髄節から上行し，

延髄に終末する多数の織維群は，少なくとも血

圧の調節機構と何等かの関聯を有するものであ

らうと推定され得る．

第4章総括並に考按

以上の実験成績を綜合するに，先づ小中14）に よって発見され〕セこの種動物の下部脊髄より発
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し，後索の最内側部を上行して延髄に眈る織魚

群は，主として第10脊髄節後根に由具するもの

で，少数の第11脊髄節後根由來のものが之に加

はつてみる事を証明し得た．從って，その起始

細胞は夫々第10，11脊髄祠1経節中に存する事が

制明したが，既にGaUPP 11）等の研究により明

らかなる如く，この種動物の第10，11脊髄節後

根の末楕性連絡はP！exus ischiococcygetlsを形成

して：，直腸，膀胱，生殖慕，総排泄平等骨盤内

臓諸臓器に至ってみるものである．從ってとれ

ら骨盤内臓諸臓器の知覚の一部は確実に直接延

髄まで伝達される事が判明した事となる．

 一方との種繊維群の延髄内走行を観るに，舌

咽，迷走，顔面，前庭，三叉祠懸等牽牛身内臓

臓器に知覚織維を途ってみる事の確実な脳乖可軽

根の絡末部と極めて密接な位置的関係を有する

事が充分注目に値する．殊にこの種繊維群が延

髄中央部及び上部の高さで，孤束と殆んど完杢

に合一する事柄は極めて重要覗さるべきであら
う．

 扱てWallenberg（1907）27）は蛙（Rana temPo－

raria）の延髄下：部背側を針尖で障碍し，5日後

之をMarchl法で検索し，三叉，前庭，迷走各

脳剃軽業の下行性織維が後索中を種々の高さ迄

下行する事を明らかにした．即ち舌咽，迷走の

下行織維は駿東を形成しつx第2乃至第3脊髄

節迄，前庭紳経脊髄根織維は後角内縁に接する

後索外側領域を占めつ瓦第6脊髄節あたり迄，

三叉祠1経脊髄根織維は後角の最背側部を占めつ

工第8脊髄節あたり迄下行する事を証明し，後

素の内側領域は恐らく上位脊髄後根から下行す

る織維により構成されるであらうとの推定を揚

げた．

 今上述の吾々の研究の結果と彼の主張とを比

較魔障するに，とれら三期榊経根よりの脊髄へ

の下行性繊維に関する限り，彼の見解は大体に

於いてIEしい．然し乍ら後索の最：内側を占める

ものは彼の推定の如く下行性のものでなく，第

10，ll脊髄節よりの著明な上行性緻維群である

事が判明したのである．

 扱てとの種動物に於ける後索核及び内野係

蹄の存在は，Zeehande】aar 30）， Wa！lenberg 27），

Arfens Kappers， Huber＆ Crosby 1）等；により

否定されてるる所であって：，Ariens K appers等

は両棲類に於ける後索は，脊髄髄節理相互を連

絡するもの以外は，INTallenberg lの記載した如

き延髄よりの下行性繊維により構成されるもの

との見解を抱くに至った．小中1のはこれらの意

見を充分槍澄し，ヒの種動物の後索正中部を上

行する繊維群は，哺乳動物に於いてその後索の

大部分を構成する向視力性織維の一次ネウ・ン

ではなく，延髄自休を目標とした一・つの経路で

あるとの結論に到達したが，この見解は吾々の

実駒から完全な支持を受けるものである．鼻翼

に一室の扇谷は猫に於いて，前側索経由の仙髄

延髄間連絡の外に略ζ同一の部位に終末する後

索経由の仙髄延髄紅蓮絡の存在を証明し得た

が，この織車群は今吾々が蛙に於いて証明した

上述の織維群に相当するものと断定して差支へ

ないものと息ふ．

 扱て吾々は上記の繊維群の終末部位に近接し

て：血管蓮動中枢の存在を明瞭に証明し得たので

あるが，從來か＆る下等脊椎動物に於ける血管

運動中枢に関してなされた研究は極めて少な
く，Chen， Linn， Lu， W鋤9及びYi ：｝）一1）5）G）7）9，）！i）

            コ
等の共同による実駿的研究以外には見当らな

い．一方哺乳動物に於ける血管運動中枢に就v・

ての研究は．，古くOwsjannikow（1871）24）， D｛t－

tmar（1873）10），1・affollt（1880）20）等以來枚挙に

逗がない．特に：Ransen＆Bi｝lingsley（1916）23）

は先づ猫の第4脳窒底に血圧上昇点及び下降点

を証明し，つ蚊・てWang＆Ranson（1939）2s）

は極めて広汎且精密な実験から猫に於ける血圧

上昇反応を呈する部位は，延髄基底荻白質及び

之に接する外側網様織の背側部に，血圧下降を

以て反応する部位は延髄の外側網珍宝中，血圧

上昇反応を示す部位の外側及び内側網様藩中

に，叉延髄尾堅餅附近では，その背側の比較的

表暦部位に存するとなした．然るに最近教室員

山本恥は遙かに細い輩極電極及び弱い電流を使
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用して彼等の実験を追試し，延髄に於いて血圧

上昇及び下降反応を呈する部位はWang＆Ra－

nsOn鋤の記載せる如き広範囲に散在するもの

ではなく，比較的限局して孤束の近傍，換言す

れば腰仙髄延髄路の絡末部の周辺に存在する事

を証明し得た．扱て上述のChen， Liin， Lu，

Wang及びYi等はRanson＆Billingsley（1916）

25）の実験を鳥類，両棲類，魚類等下等脊椎動物

に就いて追試し，血圧に反応を示す部位は哺乳

動物では，第4脳室底の比較的尾側部に存在す

るに反し，とれら下等脊椎動物ではその吻側端

寄りに存在し，何れの場合も前庭祠懸と最も密

接な関聯に立つものであると主張し，横紋筋緊

張に関聯する前庭包焼核は同時に平滑筋の緊張

にも関聯するものであらうとの推定を拐げた．

今これらの一連の報告の中でLim，1・u 7）のひ

きがえるに就いて行つ允実験は鼓に槍討を要す

る．彼等はひきがえるに於いて最も著明に血圧

上昇を以て反応する部位は前庭憩経根の高さに

あり，tの種動物の血圧上昇中枢は，前庭祠藤

下と迷走紳経核の間及び前庭祠1経核上：部領域に

存在するであらうと推定した．今彼等が行った

可成太い電極を使用して比較的表暦から行った

刺戟実験と，上記吾々の極めて細い電極を延髄

の種々の深さに挿し込んで行った刺戦実験と

を，直接に比較する事は勿論無意味であるが，

吾々の実験例に於いては血圧上昇を以て反応す

る部位も，下降を以て反応する部位も，何れも

点欺には現れす柱歌に現れるのを確認し，而も

上記彼等の主張の如く，前庭棘経再進入部或は

之より吻側に証明せられる事は少ないのを知っ

た．5（rtn圧上昇を以て反応する部位は孤束の吻

側牛に多数に認められるが，血圧下降を以て反

応する部位は孤束の尾側牛に特に多く認められ

るのを確認し得た．この結果は前記山本29）が確

定した猫に於ける血管運動中枢の位置と極めて

よく一致するのであって，嚢に久留教授17）19）が

揚げられた，種族保存能と個体保存能とに関聯

する夫々の臓器は，その活動に際して各々別個

に血流の壌強を必要とし，一方の活動は他方に

抑制的に働らき，その意味から両者に関聯する

聯経系統の中枢は延髄に於ける血管運動中枢の

近傍に存するであらうと言ふ仮説に，新たな根

拠を与へ得たものと信ずる．

結

 うしがえる，とのさまがえる，ひきがえるに

就いて，嚢に小裁が証明した下部脊髄より後索

を上行し，延髄に終末する織維群の乍態を追及

した．との織紅血は大部分第10脊髄紳経節に起

始細胞を有し，第11脊髄紳経節よりのものも少

数之に加はる．從ってこの織維群の直接の末梢

性連絡は，直腸，膀胱，生殖器，総排泄孔等を

支配する．ヒの織山群の語末＝部位に密接して三

叉，中間，舌咽，迷走等諸脳祠1経を経由せる口

論

腔，胸，腹部諸内臓よりの知覚伝抗血維が絡卜

するが，両者の走行は変性標本で確然と区別す

る事が出來る．この種織維群の絡末部即ち孤束

の周辺部に蛙に於いても血管蓮動中枢を証明し

得る．

 稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導と御鞭樋を

賜り，且御校閲を辱ふせる恩師久留敢授に心からの感

謝を捧げ，併せて教室員各位の御助力に深謝す．
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